
【
平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
】

７
日

松
葉
ガ
ニ
初
競
り
式
（
７
時

分
、
県
漁
協
賀
露
支
所
）
県
原
子
力

防
災
訓
練
ウ
ェ
ブ
出
席
（

時
、
県
東

京
本
部
）
「
知
事
連
合
」
発
足
記
者
会

見
（

時
、
都
道
府
県
会
館
）
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
総
会
（
午
後
、
同
）

全
国
知
事
会
議
（

時

分
、
同
）
全

国
都
道
府
県
知
事
会
議
（

時
、
総
理

官
邸
）
▽
８
日

米
子
自
動
車
道
整
備

促
進
総
決
起
大
会
（

時
半
、
議
員
会

館
）
ジ
ビ
エ
振
興
自
治
体
連
絡
協
議
会

に
よ
る
国
へ
の
要
望
（

時

分
、
農

水
省
）
全
国
知
事
会
に
よ
る
国
へ
の
要

望
（
午
後
、
都
内
）
▽
９
日

食
の
み

や
こ
鳥
取
県
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
（

時

分
、
県
庁
）
「
優
れ
た
技

能
者
」
等
知
事
表
彰
授
与
式
な
ど
（

時
、
県
立
図
書
館
）
▽

日

定
例
会

見
（

時
、
県
庁
）
川
口
和
久
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
か
ら
星
空
窑
初
収
穫
報
告
（

時
、
同
）
Ｊ
Ｔ
サ
ン
ダ
ー
ズ
広
島
か
ら

Ｖ
リ
ー
グ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
開
催
報
告

（

時
、
同
）
▽

日

鳥
取
城
北
高

相
撲
部
か
ら
の
優
勝
報
告
（

時
、
県

庁
）
美
し
く
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
大
会

２
０
２
２
（

時
、
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ

ー
ル
）
境
港
管
理
組
合
議
会
（

時
半
、

境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
▽

日

ｔ
ｅ

ｔ
ｏ

ｔ
ｅ
つ
な
ぐ
ん
家
視
察

（
９
時
半
、
米
子
市
）
県
原
子
力
防
災

訓
練
（

時
半
、
琴
浦
町
東
伯
総
合
公

園
）
田
後
港
大
漁
感
謝
祭
（

時
半
、

田
後
港
）
鳥
取
大
農
学
部
創
立
１
０
０

周
年
記
念
式
典
（

時
、
モ
ナ
ー
ク
鳥

取
）
▽

日

青
谷
か
み
じ
ち
フ
ェ
ス

タ
（

時
、
青
谷
町
農
林
漁
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
Ｆ
Ｍ
鳥
取
「
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
青
谷
か
み
じ
ち
フ
ェ

ス
タ
」
出
演
（

時
半
、
同
）
万
葉
の

郷
と
っ
と
り
け
ん
全
国
高
校
生
短
歌
大

会（

時

分
、
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

【
内
田
博
長
鳥
取
県
議
会
議
長
】

８
日

財
政
基
盤
強
化
対
策
県
議
会

議
長
協
議
会
（

時
、
都
内
）
▽
９
日

暴
力
追
放
県
民
大
会
（

時
半
、
倉

吉
未
来
中
心
）
▽

日

鳥
取
県
警
・

消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
（

時
、
城
南
神

社
）【

深
沢
義
彦
鳥
取
市
長
】

７
日

市
政
推
進
統
括
本
部
（
９
時
、

市
役
所
）
青
少
年
育
成
市
民
会
議
創
立

周
年
記
念
事
業
（

時
半
、
ふ
れ
あ

い
会
館
）
麒
髳
の
ま
ち
創
生
戦
略
会
議

・
サ
ミ
ッ
ト
（

時
半
、
八
頭
町
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）
▽
８
日

丸
由

百
貨
店
京
都
物
産
展
紹
介
に
関
す
る
表

敬
訪
問
（

時
、
市
役
所
）
▽

日

Ｊ
Ｔ
サ
ン
ダ
ー
ズ
広
島
か
ら
Ｖ
リ
ー
グ

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
開
催
報
告
（

時
、
同
）

（

時

分
、
同
）
▽

日

県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

（

時
、
湯
梨
浜
町
役
場
東
郷
支
所
）

▽

日

鳥
取
大
農
学
部
創
立
１
０
０

周
年
記
念
式
典
（

時
、
モ
ナ
ー
ク
鳥

取
）
▽

日

市
ろ
う
あ
者
成
人
学
級

講
演
（

時
、
さ
わ
や
か
会
館
）
Ｊ
Ｔ

サ
ン
ダ
ー
ズ
広
島
Ｖ
リ
ー
グ
ホ
ー
ム
ゲ

ー
ム
歓
迎
あ
い
さ
つ
（

時
、
ヤ
マ
タ

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
体
育
館
）

【
広
田
一
恭
倉
吉
市
長
】

７
日

打
吹
ま
つ
り
実
行
委
（

時
、

第
２
庁
舎
）
▽
８
日

山
上
憶
良
短
歌

賞
作
品
歌
碑
建
立
支
援
の
た
め
の
寄
付

金
贈
呈
式
（

時
半
、
市
役
所
）
中
部

地
区
赤
十
字
奉
仕
団
基
礎
研
修
会
（

時
半
、
関
金
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）
▽

９
日

中
国
国
道
協
会
国
交
省
道
路
局

と
の
意
見
交
換
（
９
時
、
都
内
）
安
全

・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大

会
（

時
、
都
内
）
▽

日

納
税
表

彰
式
（
新
日
本
海
新
聞
社
中
部
本
社
）

倉
吉
ま
ち
ゼ
ミ
・
市
長
と
お
茶
し
ょ
い

や
（

時
、
環
翠
園
）
▽

日

日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
く
ら

よ
し
大
会
開
会
式
（

時

分
、
未
来

中
心
）

【
伊
木
隆
司
米
子
市
長
】

７
日

市
原
子
力
防
災
訓
練
（

時
、

市
役
所
）
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会

社
か
ら
の
寄
付
金
受
贈
式
（

時
、
同
）

県
行
政
相
談
委
員
協
議
会
西
部
支
部
自

主
研
修
会
（

時
、
市
文
化
ホ
ー
ル
）

源
吉
兆
庵
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
創
業

周
年
お
よ
び
岡
山
本
社
新
館
竣
工
記
念

「
感
謝
の
会
」
（

時

分
、
岡
山
市

内
）
▽
８
日

中
国
横
断
自
動
車
道
岡

山
米
子
線
（
蒜
山
〜
境
港
間
）
整
備
促

進
総
決
起
大
会
な
ど
（

時
半
、
都
内
）

▽
９
日

中
国
国
道
協
会
と
国
土
交
通

省
道
路
局
と
の
意
見
交
換
会
（
９
時
、

都
内
）
地
元
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
望

活
動
（

時
半
、
同
）
▽

日

県
さ

く
井
協
会
か
ら
の
防
災
井
戸
寄
贈
式

（
９
時
半
、
富
益
公
民
館
）
▽

日

つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ｔ
ｅ

ｔ
ｏ

ｔ
ｅ
つ
な
ぐ
ん
家
開
所
記
念
式
典
（

時
、
現
地
）
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
正
副
管
理
者
会
議
（

時
、
市
役
所
）

市
庁
舎
避
難
訓
練
（

時

分
、
同
）

▽

日

市
原
子
力
防
災
訓
練
（
９
時
、

河
崎
公
民
館
ほ
か
）

【
伊
達
憲
太
郎
境
港
市
長
】

７
日

原
子
力
防
災
訓
練
災
害
対
策

本
部
等
運
営
訓
練
（
９
時
半
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
）
市
議
会
臨
時
会
（

時

半
、
議
場
）
▽
８
日

中
国
横
断
自
動

車
道
岡
山
米
子
線
（
蒜
山
〜
境
港
間
）

整
備
促
進
総
決
起
大
会
（

時
半
、
都

内
）
▽

日

境
港
環
境
衛
生
事
業
協

同
組
合
自
動
体
温
測
定
器
贈
呈
式
（

時
、
市
役
所
）
▽

日

伯
州
綿
新
商

品
（
ア
ク
セ
サ
リ
ー
）
開
発
報
告
会
（

時
、
市
役
所
）
境
港
管
理
組
合
港
湾
管

理
委
員
会
・
議
会
（

時
、
境
夢
み
な

と
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
▽

日

原
子
力
防

災
訓
練
（
８
時
半
、
境
港
市
内
、
琴
浦

町
）【

丸
山
達
也
島
根
県
知
事
】

７
日

県
原
子
力
防
災
訓
練
（
午
前
、

県
庁
）
全
国
都
道
府
県
知
事
会
議
（

時

分
、
都
内
）
▽
８
日

し
ま
ね
い

き
い
き
雇
用
賞
表
彰
式
（

時
半
、
県

庁
）
中
国
四
国
地
域
農
業
士
研
究
会
開

会
式
（

時
半
、
出
雲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
）
▽
９
日

島
根
産
業
安
全
衛
生
大

会
（

時
半
、
松
江
市
）
定
例
会
見
（

時
、
県
庁
）
▽

、

日

重
点
要
望

（
終
日
、
都
内
）
▽

日

県
原
子
力

防
災
訓
練
（
午
前
、
雲
南
市
な
ど
）
▽

日

「
島
根
み
ん
な
で
子
育
て
応
援

賞
」
知
事
感
謝
状
贈
呈
式
（

時
、
益

田
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
）
山
陰
道
益
田

西
道
路
中
心
く
い
打
ち
式
（

時
半
、

サ
ン
パ
レ
ス
益
田
）

【
上
定
昭
仁
松
江
市
長
】

７
日

市
原
子
力
防
災
訓
練
（
８
時

分
、
市
役
所
な
ど
）
▽
８
、
９
日

グ
ロ
ー
バ
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
韓
国
）

▽

日

松
江
菊
花
展
表
彰
式
（

時
、

市
役
所
）
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ

Ｐ
ｒ
ｉ
ｚ
ｅ
（

時
半
、
く
に
び
き
メ
ッ
セ
）
し
ま
ね
産

業
資
源
循
環
協
会
設
立

周
年
記
念
式

典
（

時
、
ホ
テ
ル
一
畑
）
映
画
監
督

・
永
岡
俊
幸
氏
来
訪
（

時

分
、
市

役
所
）
▽

日

市
原
子
力
防
災
訓
練

（
７
時
半
、
岡
山
県
総
社
市
な
ど
）
▽

日

松
江
・
森
の
演
劇
祭
（
終
日
、

八
雲
町
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
松
江
ら
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
土
地
利
用
を
考

え
る
」
（

時
半
、
松
江
テ
ル
サ
）

【
田
中
武
夫
安
来
市
長
】

７
日

原
子
力
防
災
訓
練
（
８
時

分
、
安
来
庁
舎
）
総
合
教
育
会
議
（

時
半
、
同
）
▽
８
日

市
議
会
定
例
会

開
会
会
議
（

時
、
同
）
市
交
通
安
全

功
労
者
授
賞
式
（

時
、
同
）
市
優
良

建
設
工
事
表
彰
式
（

時
、
同
）
▽
９

日

辞
令
交
付
式
（
９
時
、
同
）
▽

日

原
子
力
防
災
訓
練
（
８
時
半
、
能

義
小
）
赤
屋
小
開
校

周
年
記
念
式
典

（

時
半
、
赤
屋
小
）

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁
解
禁

大
漁
願
い
県
内
各
地
出
港

同
社
は
、
高
速
道
路
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
向
け
に
駐
車
場
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
表
示
す
る
「
駐
車
場

満
空
監
視
誘
導
シ
ス
テ
ム
」
を

開
発
。
映
像
を
画
像
処
理
技
術

を
用
い
て
、
駐
車
場
内
や
本
線

上
の
案
内
板
に
混
雑
状
況
を
表

示
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
駐
車
場
利

用
に
つ
な
げ
て
い
る
。
新
東
名

高
速
道
路
の
複
数
の
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
で
は
、
実
際
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。

カ
メ
ラ
の
精
度
に
は
課
題
も

あ
る
。

年
以
上
前
の
技
術
で
、

空
き
ス
ペ
ー
ス
の
認
識
は
車
両

台
程
度
。
大
規
模
な
駐
車
場

を
カ
バ
ー
す
る
に
は
複
数
の
カ

メ
ラ
が
必
要
で
、
施
設
管
理
者

の
費
用
負
担
が
大
き
く
な
る
。

カ
メ
ラ
の
精
度
を
上
げ
る
た

め
、
Ａ
Ｉ
自
ら
学
習
す
る
「
デ

ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
深
層
学

習
）
」
機
能
を
利
用
。
実
験
を

重
ね
、
約

台
の
確
認
が
可
能

と
な
っ
た
。

同
社
は
、
さ
ら
に
カ
メ
ラ
の

付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
、
鳥

大
に
共
同
研
究
を
依
頼
。
グ
ル

ー
プ
会
社
の
鳥
取
西
菱
電
機

（
鳥
取
市
）
に
は
、
社
員

人

の
約
半
数
が
鳥
大
卒
業
生
と
い

う
縁
も
。
画
像
認
識
や
行
動
パ

タ
ー
ン
に
つ
い
て
研
究
す
る
工

学
部
の
西
山
正
志
教
授
と
本
年

度
か
ら
研
究
を
始
め
た
。

カ
メ
ラ
に
写
る
人
の
行
動
を

解
析
す
る
研
究
で
、
２
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
話
し

た
り
、
手
を
つ
な
い
で
歩
い
た

り
す
る
よ
う
な
様
子
を
確
認
す

る
。
車
か
ら
降
り
た
時
は
、
会

話
を
し
な
い
で
歩
い
て
い
た
と

し
て
も
、
車
に
戻
る
時
は
雑
談

し
て
い
る
な
ど
、
行
き
帰
り
の

人
の
行
動
で
施
設
の
満
足
度
を

判
別
す
る
よ
う
に
す
る
。

共
同
研
究
は
３
年
間
の
予

定
。
今
年
は
、
鳥
大
の
駐
車
場

で
車
が
通
り
に
く
い
休
日
に
学

生
の
歩
く
様
子
を
解
析
。
２
年

目
は
同
社
が
運
営
す
る
施
設
の

駐
車
場
で
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

現
場
の
行
動
を
調
べ
る
。
３
年

目
に
技
術
開
発
し
て
、
結
果
を

公
表
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

将
来
的
に
ア
プ
リ
を
開
発
し

て
、
カ
メ
ラ
に
搭
載
す
る
こ
と

を
計
画
。
道
の
駅
な
ど
も
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
、
管
理
者
が
施
設
の

魅
力
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
支
援
す
る
。
鳥
大
の
西
山
教

授
は
「
社
会
貢
献
で
き
る
も
の

を
提
供
し
た
い
」
と
話
し
た
。

鳥
取
西
菱
電
機
の
社
長
で
、
同

社
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
の
鳥
居

紀
彦
副
本
部
長
は
「
鳥
取
で
新

し
い
も
の
を
開
発
し
、
県
内
の

道
の
駅
で
も
活
用
さ
せ
た
い
」

と
意
気
込
ん
だ
。

情
報
通
信
事
業
な
ど
を
手

が
け
る
西
菱
電
機（
大
阪
市
）

と
鳥
取
大
が
、
高
速
道
路
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
駐
車
場

に
設
置
し
た
監
視
カ
メ
ラ
に

写
る
人
の
行
動
を
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
で
解
析
し
て
、
施

設
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
げ

る
共
同
研
究
を
始
め
た
。
利

用
者
が
談
笑
し
な
が
ら
歩
く

様
子
な
ど
で
、
施
設
に
対
す

る
満
足
度
の
高
さ
を
読
み
取

る
機
能
を
監
視
カ
メ
ラ
に
搭

載
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
将

来
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
へ
の
展
開
も
狙
う
。

（
浜
中
裕
一
朗
）

監
視
カ
メ
ラ
に
新
機
能

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
展
開
も

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
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西菱電機と鳥取大が共同研究

監視カメラに搭載する新機能について打ち合わせをする関係者ら＝ 月 日
鳥取市東品治町の鳥取西菱電機

倉
吉
市
の
成
徳
、
灘
手
小
を

統
合
し
て
「
至
誠
小
」
を
開
校

す
る
学
校
設
置
条
例
廃
止
を
求

め
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
直

接
請
求
に
向
け
た
署
名
活
動
を

展
開
中
の
住
民
団
体
「
新
校
名

の
再
考
を
求
め
る
住
民
直
接
請

求
の
会
」
は
５
日
、
直
接
請
求

に
必
要
な
市
有
権
者
の
２
％

（
７
６
４
人
）
を
超
え
る
署
名

が
集
ま
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

同
会
に
よ
る
と
、
５
日
の
集

計
で
市
の
有
権
者
数
３
万
８
１

５
８
人
（
９
月
１
日
現
在
）
の

２
％
を
超
え
、
８
５
０
筆
以
上

の
署
名
が
確
認
で
き
た
と
い

う
。
た
だ
し
、
有
効
署
名
数
は

市
に
署
名
簿
を
提
出
後
、
市
選

管
の
審
査
を
経
て
確
定
す
る
。

同
会
は
署
名
数
を
上
積
み
す

る
考
え
で
、
本
内
俊
彦
共
同
代

表
は
「
市
民
の
関
心
は
高
い
。

最
低
２
千
筆
を
目
標
に
一
丸
と

な
っ
て
集
め
る
」
と
述
べ
た
。

（
本
高
屋
修
）

鳥
取
県
は
５
日
、
新
た
に
３

８
８
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
と
発
表
し
た
。

累
計
陽
性
者
数
は
７
万
人
台
に

達
し
、
７
万
２
９
９
人
と
な
っ

た
。新

た
な
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染

者
集
団
）
は
３
件
発
生
。
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
と
感
染
者
数
は
、

鳥
取
市
立
湖
山
小
（

人
）
▽

同
市
役
所
国
府
町
総
合
支
所

（

人
）
▽
倉
吉
市
の
倉
吉
北

高
（
７
人
）
―
だ
っ
た
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
派
生
型
で
感

染
力
の
強
い
「
Ｂ
Ａ
・
５
」
へ

の
置
き
換
わ
り
で
感
染
が
急
拡

大
し
た
流
行
第
７
波
で
は
、
８

月
３
日
の
累
計
３
万
人
超
か
ら

３
週
間
後
の
同

日
に
５
万
人

と
な
る
猛
威
を
振
る
っ
た
。

さ
ら
に
３
週
間
後
の
９
月

日
に
６
万
人
を
突
破
、

月
に

入
り
、
感
染
状
況
は
下
げ
止
ま

り
し
て
い
た
。
し
か
し
、

月

に
入
っ
て
、
感
染
者
数
は
連
日

３
０
０
人
以
上
の
水
準
に
。
累

計
６
万
人
超
え
か
ら
、
約

日

で
１
万
人
の
上
積
み
と
な
っ

た
。

（
松
本
妙
子
）

島
根
は

人

島
根
県
と
松
江
市
は
５
日
、

新
た
に
５
７
５
人
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と
発

表
し
た
。
雲
南
保
健
所
管
内
で

県
内
７
０
５
例
目
と
な
る
ク
ラ

ス
タ
ー
（
感
染
者
集
団
）
が
発

生
。
県
内
の
感
染
確
認
は
９
万

１
６
２
３
人
と
な
っ
た
。

保
健
所
別
の
内
訳
は
出
雲
１

９
３
人
、
松
江
１
８
０
人
、
県

央

人
、
益
田

人
、
雲
南

人
、
浜
田

人
、
隠
岐
７
人
。

５
日
午
前
０
時
時
点
の
入
院

は
１
２
３
人
で
重
症
な
し
。
病

床
使
用
率
は

・
４
％
。

（
田
子
誉
樹
）

必
要
署
名
数
超
え
る

約

日
で
１
万
人
増
新たに388人
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【
西
部
本
社
】
表
敬
あ
い
さ
つ

柴

野
京
子
氏
（
上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学

科
教
授
）
前
田
昇
氏
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
本
の
学
校
副
理
事
長
）
岡
田
弘
氏
（
西

米
食
品
顧
問
）

家族や賀露小児童に見送られながら 漁場に向けて出港する漁船＝
５日 鳥取市賀露町西４丁目の鳥取港

６
日
に
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁
解
禁

を
控
え
、
鳥
取
県
内
各
地
の
漁

港
で
５
日
、

隻
の
漁
船
が
そ

れ
ぞ
れ
の
漁
場
に
向
け
出
港
し

た
。
岸
壁
に
は
乗
組
員
の
家
族

な
ど
大
勢
の
関
係
者
が
見
送
り

に
訪
れ
、
航
海
の
無
事
と
大
漁

を
願
っ
た
。
県
内
の
初
水
揚
げ

と
初
競
り
は
、
７
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
鳥
取
市
の
鳥
取

港
か
ら
は
４
隻
が
出
漁
し
た
。

時
折
小
雨
が
降
る
中
、
岸
壁
で

壮
行
会
が
行
わ
れ
、
賀
露
小
３

〜
６
年
の
児
童

人
が
太
鼓
や

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
で
「
賀
露

健
児
の
歌
」
を
演
奏
し
た
。
約

年
続
く
伝
統
の
行
事
で
「
お

い
し
い
カ
ニ
を
取
っ
て
き
て

ね
」
「
楽
し
み
に
し
て
る
よ
」

な
ど
、
大
き
な
声
で
一
隻
ず
つ

激
励
し
た
。
各
漁
船
は
返
礼
の

汽
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
隠
岐
の

島
近
海
の
漁
場
に
向
け
出
港
し

た
。

第
二
永
福
丸
（
１
１
７
㌧
）

の
乗
組
員
、
石
田
大
地
さ
ん

は「
年
に
一
番
の
稼
ぎ
時
。

今
年
は
カ
ニ
の
数
が
少
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
年
の
締

め
く
く
り
に
お
い
し
い
カ
ニ
を

食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
頑
張

り
た
い
」
と
話
し
、
家
族
の
見

送
り
に
訪
れ
た
網
師
野
和
江
さ

ん

は
「
航
海
の
無
事
と
カ

ニ
が
取
れ
る
か
毎
回
ど
き
ど
き

す
る
。
高
騰
す
る
燃
料
代
を
カ

バ
ー
で
き
る
だ
け
の
カ
ニ
を
取

っ
て
き
て
」
と
、
大
漁
を
祈
念

し
た
。

漁
は
６
日
午
前
０
時
解
禁
。

漁
期
は
親
ガ
ニ
が

月

日
、

雄
の
松
葉
ガ
ニ
が
３
月

日
ま

で
。

（
井
田
慎
一
）
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